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京都府園書館等涅絡協議会

事務局

京都市左京区岡崎成勝寺町g

京都府立図重館内

丁ピし(075)771-0069 

会
長
挨
拶

（
要
旨
）

図
書
館
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報

化
社
会
、
生
涯
学
習
社
会
と
い
わ
れ
る
中

で
、
図
書
館
の
占
め
る
機
能
が
ど
う
い
う

働
き
を
し
、
ど
う
い
う
役
割
を
果
す
べ
き

か
、
ま
た
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
図
書
館
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
二
月
、
社
会
教
育
審
議
会
の
中
間

報
告
「
新
し
い
時
代
（
生
涯
学
習
・
高
度

情
報
化
の
時
代
）
に
向
け
て
の
公
共
図
書

館
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
、
ま
た
、
近
く

「
提
言
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
京
都
府

社
会
教
育
委
員
会
議
に
お
け
る
「
生
涯
学

習
社
会
を
展
望
す
る
京
都
府
の
図
書
館
の

あ
り
方
」
等
を
ふ
ま
え
て
、
地
域
住
民
の

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

当
協
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な

問
題
を
研
修
し
て
い
く
場
と
し
て
の
条
件

整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
各
館
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
と

も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

昭
和
六
十
一
1

一
年
度

：
 

五
月
十
八
日
、
今
年
度
の
総
会
が
京
都
え
ら
れ
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
澤
田
前
会

府
立
図
書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
の
退
任
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
、
全
日

四
月
の
理
事
会
で
新
会
長
に
選
出
さ
れ
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

た
橋
本
会
長
の
挨
拶
と
、
来
賓
の
武
田
京

都
府
教
委
社
会
教
育
課
長
の
「
今
後
の
京

都
府
内
の
図
書
館
の
活
躍
に
期
待
す
る
」

と
の
祝
辞
の
あ
と
、
高
木
京
都
府
立
総
合

資
料
館
文
献
課
長
の
議
長
の
も
と
で
協
議

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
事
務
局
よ
り
、
六
十
二
年
度
会
務

報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
を
、
監
事
よ
り

会
計
監
査
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
採
決

の
結
果
、
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
研
修
研
究
事
業
と
し
て
、
研
究

グ
ル
ー
プ
の
研
究
活
動
の
推
進
、
実
務
研

修
会
及
び
日
本
図
書
館
協
会
々
員
と
の
交

流
会
の
実
施
、
相
互
協
力
事
業
と
し
て
は
、

「
逐
次
刊
行
物
所
蔵
目
録
（
改
訂
版
）
」
の

刊
行
、
ま
た
、
広
報
事
業
と
し
て
は
、

「
会
報
」
の
発
行
な
ど
、
各
委
員
会
の
事

業
推
進
を
中
心
と
し
た
六
十
三
年
度
事
業

計
画
（
案
）
も
提
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
つ
い
で
、
六
十
三
年
度
予
算
（
案
）
も

一
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も
原
案
ど
お
り

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
新
役
員
の
紹
介
と
顧
問
の

推
挙
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
、
今
年
度
の
図
書
館
等

職
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の
功
績
が
称

種
治
（
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書

館）

城
洋
子
（
精
華
町
立
図
書
館
）

福
富
規
之
（
京
都
市
醍
醜
図
書
館
）

鈴
木
好
美
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

高
木
多
喜
男
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

岡
田
友
明
（
京
都
府
立
図
書
館
）

守
川
宜
子
（
京
都
府
立
図
書
館
）

澤
田

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
期
六
年
間

本
協
議
会
の
会
長
と
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
澤
田
前
会
長
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
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圏
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八
幡
市
民
図
書
館

館
長
澤
田
種
治

五
月
十
八
日
、
連
絡
協
議
会
の
本
年
度

総
会
の
後
、
澤
田
前
会
長
の
退
任
記
念
講

演
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。
（
以
下
、
要
旨
）

テ
ー
マ
は
「
公
共
図
書
館
い
ま
・
明

日
」
。
京
都
府
の
公
立
図
書
館
が
六
十
一

年
度
に
は
全
国
水
準
を
上
回
る
実
績
（
登

録
率
全
国
六
位
、
貸
出
冊
数
同
十
九
位
）

を
示
す
ま
で
前
進
し
て
き
た
。

文
部
省
の
社
会
教
育
審
議
会
の
中
間
報

告
や
、
京
都
府
の
社
会
教
育
委
員
会
議
の

提
言
「
生
涯
学
習
社
会
を
展
望
す
る
京
都

府
の
図
書
館
の
あ
り
方
」
等
に
よ
り
、
こ

れ
か
ら
の
公
立
図
書
館
は
生
涯
学
習
社
会

へ
の
移
行
を
基
本
と
す
る
教
育
の
見
直
し

の
中
で
、
ま
す
ま
す
重
要
な
機
関
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
図
書
館
を
と
り
ま
く
環
境
変

化
を
契
機
に
、
住
民
の
生
活
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
と
し
て
の
新

し
い
図
書
館
づ
く
り
に
む
け
て
、
我
々
は

よ
り
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
図
書
館
資
料
に
つ
い
て
も
、
活

字
以
外
の
様
々
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い

て
、
情
報
提
供
機
関
と
し
て
勉
強
や
導
入

の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
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園

書
室
で
す
が
、
地
域
住
民
の
暮
し
に
役
立

ち
必
要
と
さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。市

南
部
の
中
核
図
書
館
と
し
て

＇ 昨夏、伏見
区
今
町
に
オ
ー
プ
ソ

し
、
五
月
末
で
開
館
九
か
月
を
迎

え
ま
し
た
。
利
用
状
況
は
、
貸
出

し
冊
数
が
三
十
三
万
冊
、
一
日
乎

均
貸
出
し
冊
数
が
千
四
百
冊
。
利

ー
用
者
の
半
数
近
く
を
本
好
き
な
伏

見
の
幼
児
・
児
童
が
占
め
て
い
ま

す
。
利
用
登
録
者
数
が
、
二
万
八

百
人
で
、
こ
の
う
ち
九
十
三
％
が

伏
見
区
民
。
地
元
の
板
橋
学
区
が

最
も
多
く
一
五
％
、
次
い
で
南
浜
、

桃
山
、
藤
ノ
森
各
学
区
の
順
と
な

冊
で
、
五
万
冊
の
蔵
書
が
六
・
六
回
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
昨
年
度
の
伏
見
区
内
小
学

校
に
引
き
続
き
、
伏
見
区
内
五
つ
の
市
立

幼
稚
園
児
の
絵
を
展
示
し
た
「
図
書
館
え

の
ひ
ろ
ば
」
を
今
年
四
月
か
ら
開
設
し
ま

し
た
。
想
像
力
豊
か
な
、
幼
児
ら
し
い
作

品
ば
か
り
で
、
市
民
に
好
評
を
得
て
い
ま

す。
夏
休
み
が
、
好
奇
心
の
強
い
子
ど
も
の

能
力
を
伸
ば
す
絶
好
の
機
会
に
な
る
よ
う

保
護
者
自
身
が
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に

合
っ
た
適
切
な
本
を
図
書
館
の
本
の
な
か

か
ら
見
つ
け
ら
れ
て
は
と
、
利
用
を
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
。
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今
年
度
最
初
の
理
事
会
が
四
月
二
十
一

日
、
府
立
図
書
館
で
新
し
く
選
出
さ
れ
た

理
事
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
十
二
年
度
会
務
報
告
・
決
算
報
告
、

六
十
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）
・
予
算

（
案
）
、
六
十
三
年
度
定
期
総
会
に
つ
い

て
、
六
十
三
年
度
表
彰
職
員
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
協
議
の
結
果
、
提
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
、
総
会
に
諮
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
役
員
選
出
で
は
互
選

の
結
果
、
新
会
長
に
橋
本
賞
氏
、
副
会
長

に
松
井
寛
治
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
役
員
と
表
彰
職
員
は
別
掲
の

と
お
り
で
す
。

今
年
度
は
定
期
総
会
の
あ
と
に
、
澤
田

前
会
長
の
退
会
記
念
講
演
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

舞
鶴
市
立
東
図
書
館

丹
後
町
中
央
公
民
館

京
都
市
中
央
図
書
館

京
都
市
山
科
図
書
館

京
都
市
西
京
図
書
館

旧新旧新旧新 1日新 旧新

大
山

山
本
友
繁
花
光
増
田
松
岡
大
谷
片
山
伊
藤
井
上

輝嘉菩 禰陽久
美久修夫昇弘一勤吉衛

63年度役員等の紹介

理

事

副
会
長

会

長 静
か
な
緑
に
恵
ま
れ
た
公
園
に

接
し
て
、
新
し
い
図
書
館
を
建

し
ょ
う
と
、
現
在
準
備
を
進
め

お
り
ま
す
舞
鶴
市
立
東
図
書
館

、
市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習

場
と
し
て
、
ま
た
親
し
み
や
す

、
利
用
し
や
す
い
開
か
れ
た
図

館
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
昭

六
十
四
年
度
に
開
館
予
定
で
す
。

図
書
館
は
、
舞
鶴
公
会
堂
を
取

壊
し
、
跡
地
に
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー

造
平
屋
建
て
約
九
百
平
方
メ
ー

ル
の
東
図
書
館
を
改
築
す
る
も

橋

本

賞

（
福
知
山
市
立
図
書
館
）

松

井

寛

治

（
精
華
町
立
図
書
館
）

田

口

清

（
久
御
山
町
立
図
書
館
）

目

釜

尚

民

（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）

山

内

昌

樹

（
美
山
町
中
央
公
民
館
）

森

宇

一

（
園
部
町
立
園
部
図
書
館
）

関

武

雄

（
宮
津
市
立
図
書
館
）

顧

問

の
で
、
野
外
に
は
緑
陰
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
お
り
ま
す
。

緑
陰
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
の
計
画
の
中
の

―
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の

で
、
公
園
の
緑
だ
け
で
な
く
、
新
館
の
東

側
に
も
庭
を
造
成
し
、
こ
こ
に
植
樹
を
し

て
、
館
内
は
勿
論
、
野
外
に
お
い
て
も
樹

陰
を
利
用
し
て
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の

中
で
、
読
書
を
し
た
り
又
休
憩
が
出
来
る

よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
（
十
名
程
度
）
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

緑
陰
コ
ー
ナ
ー
は
、
あ
く
ま
で
図
書
館

の
館
内
の
一
部
で
あ
り
ま
す
の
で
、
館
内

か
ら
で
な
い
と
出
入
り
が
出
来
な
い
よ
う

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
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下

戸

明

夫

（
峰
山
町
立
図
書
館
）

小

山

雄

一

（
京
都
府
立
図
書
館
）

田

中

重

夫

（
京
都
市
右
京
図
書
館
）

会

計

監

事

澤

田

種

治

（
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
）

秦

正

音

（
八
木
町
社
会
教
育
室
）

浜

辺

一

彦

（
京
都
府
立
図
書
館
）

行

待

史

朗

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

松

岡

弘

（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

研
修
研
究
委
員
会
委
員
長

目

釜

尚

民

相
互
協
力
委
員
会
委
員
長

小

山

雄

一

広
報
委
員
会
委
員
長

田

中

重

夫

事

務

局

長

山

崎

隆

男

事
務
局
員
水
江
洋
一

井

田

茂

子

（
京
都
府
立
図
書
館
）
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専門委長令ニュース
相互協力委員会

相互協力委員会は、 63~64年度、以下のメソパーにて任

務を遂行させていただきます。

委員長 小山雄一、事務局長川上元（以上、府立図書）。

委員 大槻政美（田辺）、岡田和子（府立総合）、五十嵐

幸夫（京都市中央）、栗林さよ子（亀岡）、仁科晴夫（八

幡）、中谷昌子（木津）、堀内佳子（向日）。〔本年度は亀

岡より委員参加をいただき委員会の幅が広がりました。）

尚、本年度の雑誌、新聞総合目録事業に、府立図書館の

逐次刊行物担当者 2名が参加します。

さて、本年度第 1回（通算第22回）委員会は、 7月19日に

開催しましたが、 「雑誌、新閲類総合目録」の編集刊行を

中心とする今年度事業について協議を行いました。

総合目録については、 5月末を期限として第 1次の調査

票の回収を行いました。未回収館をはじめ、既回収館の記

入内容についての再調査を進行させています。

加盟各館の皆様には調査へのご協力について本紙上をお

借りしまして厚く御礼申しあげますとともに、今後の作業

の中で出てくる再調査へのご協力を切にお願い致します。

本年度は上記事業に終始しそうな気配ですが、可能な限

り相互協力についての学習会を委員で行い、それを協議会

全体に還元していけるものにできないものかと、抱負して

います。

研修研究委員会

63~64年度研修研究委員会は、 18館から委員の

選出をうけ、 7月 7日に府立図書館において、第

1回委員会を以下の日程で開催しました。

1. 自己紹介とそれぞれの課題

2. これまでの研修・研究の経過

3. 委員会予算

4. 京庫連との共催事業について

これまで通り共催する。

5. 63年度の研修研究計画について

(1)北部地区

亀岡市より北の地域で研修グループをつ

くり、研修計画の策定をおこなう。

委員長：峰山町立図書館
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(2)南部地区

亀岡市以南の地域で前年度より引き続き

3つの研究グループを組織し、各委員は一

つのグループに属し、委員の中からグルー

プリーダーを選出し、研究活動をおこなう。

① 児童奉仕研究グループ

リーダー：亀岡市立図書館

障害者奉仕研究グールプ

リーダー：八幡市民図書館尾上日出丸

参考事務研究グループ

リーダー：京都市北図書館 三輪宗寛

3グループのメソバーについては、京図連加

盟館に別途呼ぴかけて参加を募る。

6. 委員会のスケジュール

次回は11月以降に開催する。
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